例題
小麦粉の卸売り業者と、パンの小売店の２段階からなるサプライ・チェインを考える。パン屋では１日あたり10kg消費されている。パンの品切れは許さず、パンが品切れになると同時に小麦粉を調達し、小麦粉は発注と同時に調達される。つまり発注リードタイムは0とする。発注の際には、発注量によらない固定的な費用がかかり、パン屋では20000円、卸売り業者は15000円それぞれ要する。また、パン屋でのエシェロン在庫費用は9000円、卸売り業者のエシェロン在庫費用は2000円であるとする。T1をパン屋での発注間隔、T２を卸売り業者の発注間隔とすると、入れ子方策よりＴ２＝ｋ×Ｔ1とおける。（ｋは正の整数）この時、総単位費用を最小にするｋの値、それぞれの地点の発注間隔とその時の総単位費用を求めよ。
また、1日あたりの需要量が15kgに増加した時と、パン屋でエシェロン在庫費用が設備の改善により7000円に削減された時にそれぞれの値はどのように変わるか答えよ。

解答

エクセル（zaiko-reidai.xls）のA2、B2、C2、D2、E2にそれぞれ10、9、2、20、15と入れるとk=1.84とでるが、kは整数なのでk＝2。この時パン屋の発注間隔：0.6667日　卸売り業者の発注間隔：1.333日　総単位費用：84583.3円

需要量が15kgに増加した時、A2に15を入れなおすとkの値は変わらず、Ｔ1＝0.5443　Ｔ2＝1.089　総単位費用が103593円となる。

パン屋のエシェロン在庫費用が7000円に削減された時B2に7を入れなおすと、k=1.62となるがkは整数なのでk=2。この時Ｔ1＝0.7559　Ｔ2＝1.512　総単位費用が77955.2円となる。

